
分科会２ テーマ 地域コミュニティ・ＬＧＢＴＱ 強み 弱み

利用者とのマッチングにアプ
リを活用

消防団
→地域コミュニティの広がり

につなげる

関心があっても中に入りづら
い

自治会やマンション管理組合
に入るメリットが不明確

市民活動支援センターの活
用・周知（知名度の低さ）

無料で使える・予約なしで使
えるスペースあり

活動する場がもっとあればふれあいの家は予約が必要

地域コミュニティ

各自治会で街美化活動を積極
的におこなっていること

地域コミュニティは他の自治
体と比較して発達している？

市職員と市民のコミュニケー
ションの機会が多い（と、HP
や市報を見る限り感じます）

さまざまなレイヤーのコミュ
ニティ、また拠り所がある 市外からの転入者、

市内永住者が混在している

市内で地域の問題解決のため
に活動している人がいる、組

織がある

地区協議会が活発(地域による
かもしれませんが)

地域コミュニティ・レクが広
報しきれていない

自治会，町内会への参加者の
減少

地域コミュニティの構成員や
参加している人の固定化

自治会活動が少なくなってい
る

マンション・アパートの増加
による、コミュニティに触れ
ない人の増加（いざというと
きの駆け込み場所の不在、災
害時の声のかけ合いや連携が
どこまで機能するか）

市内で活動している人同士が
繋がるネットワーク、協働す
る仕組みが不足している

ネットワークや仕組みを
統括する機関や組織がない

市内で地域の問題解決のため
に活動している人、組織が認

知されていない

新規で地域コミュニティに参
画するハードルが高い（新規
参画者の能動的な認知・行動

に頼っている）

地区協の活動は毎年恒例のも
のばかりになっていないか

若者も地域コミュニティに興
味を持ってもらう方策が必要

では

デジタルスポーツイベント・
レクリエーションの開催など
から新しいスポーツ様式に関
心を持ってもらうのも面白い

かもしれません。

オンラインを活用した取組

市民活動者同士が繋がること
ができるプラットフォームサ
イトを官民合同で制作・管理
（ちょみっと がイメージに
近いが、双方向のコミュニ
ケーションを取れるプラット

フォームが必要）市民活動者へのIT支援を安価
で行い（オンラインMTGやSNS
の活用方法を支援）、活動の

場を広げる

市民の安否確認ができるサー
ビス構築

・災害時に自身の安否や緊急
対処を要望する事等を登録し、
市職員や第三者がタイムリー
に確認できる。素早い対処に
繋げる（緊急時の市専用のSNS

のイメージ）

核家族や高齢者の独身世帯も
上記地域コミュニティに巻き
込み、災害時の連絡網とする
（現状の自治会を刷新（もし
くは新しいネットワークを構
築）し、若い世帯や市外から
の転入者も災害時に孤立しな

いようにする）

地区協で防災訓練を行ってい
るところがある。いざという
時に隣近所の顔が分かってい
るだけでなく，防災意識を一
緒に高められるのは良い

ふれあいの家（１８施設）

：２つ以上の意見

市民活動支援センター（中間
支援）

コミュニティ参加へのきっか
けづくり（学生から社会人に

なったとき等）

市のコミュニティに入る仕組
みとしてマンションのコミュ

ニティを活用

独居が増える→駆け込み寺が
あることの周知を強める必要

自治会に入れるような案内が
必要

人権・ＬＧＢＴＱ

男女共同参画推進センターが
ある

パートナーシップ制度

ＬＧＢＴへの理解
人権啓発の充実を図る必要が

ある
担当する課が決まってい
ない（動き出してない）



分科会２ テーマ 地域コミュニティ 強み 弱み

：２つ以上の意見

・いろんなひとがアクセスしやすいと集いやすくなる
・ゆるい近所づきあい（ハードルをさげる）
・いろんな場所を知ってもらえるようにする
・外部から来た人を入りやすくする
・災害の面からもコミュニティ必要

目指したい姿

・いろんなレイヤーのコミュニティがある
・中心的に動いている人がいる（精力的に
活動している人（＝個人）が多い）⇒いろ
んなつながりが増えていく
・自治会キャンペーンをやっている
・市民課窓口で自治会の情報を伝えている
・自治会に対して助成金が出ている
・学区単位での地域団体（ex健全育成推進
地区委員会）
・自治会以外に地域で活動している団体が
ある

強み

・デジタル化⇒ハードルが下がることにつ
ながる
・自治会に入る人が減っている（個人情報
などのハードル）
・自治会に入るメリット？？？知り合いが
いれば済むかも？…地域団体・自治体に入っ
ていると多世代との交流も生まれ，知り合
いが増える
⇒自分の出番が広がっていくことにつなが
る

弱み



分科会２ テーマ スポーツ・レクリエーション 強み 弱み

：２つ以上の意見

高齢者スポーツ・障害者ス
ポーツ

「個人で」施設をつかうイ
メージはない

大町スポーツ施設

高齢者のフレイル予防のため
の運動

施設利用ハードルの解消が必
要

興味を引くイベントを定期的
に実施（ここにいけばこれが

できる）

川沿いでジョギングできる
（利用しやすい）

市民が使いやすい場所の整備
が必要 ジョギングやサイクリングを

していて楽しめるような仕組
み

スポーツ

味の素スタジアムや武蔵野の
森総合スポーツプラザなどの
大規模スポーツ施設があるこ

と。

体育施設数が近隣自治体の中
でも上位であること

味の素スタジアム，武蔵野の
森スポーツプラザ等国際大会
や大規模大会を開催できる施

設の存在

世界に誇れる充実した
スポーツ施設を持つ
「武蔵野の森総合
スポーツプラザ」

「味の素スタジアム」

公園・スポーツ施設が充実し
ている

スポーツ関連施設が充実して
おり、スポーツイベントの拠

点になりやすい

味の素スタジアム，武蔵野の
森スポーツプラザ等の使用に
ついて，市民であるが故に受
けられる恩恵が多くない

スポーツ施設利用者が，市内
でお金を落とす(飲食，物品販

売)仕組み作り

充実したスポーツ施設を持ち
ながら、利用する市民が限ら
れている
「武蔵野の森総合スポーツプ
ラザ」は大きい施設がゆえに
一般市民からは敷居が高く感
じる

調布市総合体育館へのアクセ
スが悪い
・駅から遠い
・駐車場費用が有料
（市民は無料にしては）

スポーツ施設の予約枠が少な
い（使える人に限り有）

スポーツイベントが開催され
る拠点、飛田給駅周辺の駅開
発（店舗、ホテルなど）が不
十分

レクリエーション

デカ盛りウォークラリー・ワ
ンコインイベント・スクラッ
チカードなどのイベントを活
用した市内店舗への地域経済

への支援が豊富 イベントの参加人口増加

普段，スポーツを
しない市民が約40%

高齢者が気軽にできるスポー
ツへの参加啓蒙を

朝の体操、ウォーキング
（コミュニケーションの場）

施設の老朽化

導入に駅前広場を活用

味の素スタジアム調布体育室
が「東京都パラスポーツト
レーニングセンター」として

整備される予定である

FC東京のホームスタジアムが
あること

ＦＣ東京との連携事業
・子どもサッカー体験教室
・あおぞらサッカースクール
（障害児者向けスクール）等

ＦＣ東京の存在。
また，同チームに対する市の
かかわり方は良いと思う。(積
極的に情報発信しているよう

に思う)

調布リトルの存在。(スポーツ，
教育の面で与える影響が大き

い)

地域にプロからアマまでス
ポーツ団体が数多くあり、触

れられる機会が豊富

障害福祉・スポーツ振興の横
断的取り組みの充実（パラス

ポーツ体験など）

障害福祉以外の横断的な取り
組みを増やす

東京２０２０大会を契機とし
たレガシー

オリンピアン・パラリンピア
ンの存在（調布市応援アス

リート）

パラハートちょうふの取組
（地域共生社会に向けた）

ＦＣ東京との連携事業
障害者余暇活動支援事業ほり

でーぷらんの実施

NTT東日本バドミントン部の
活動拠点があり，連携事業を

実施している。

FC東京との連携事業はスポー
ツ分野のみならず，様々な分
野で30以上実施し，FC東京の
ノウハウを活用している。

サントリーサンゴリアス東京
と東芝ブレイブルーパス東京
との協定を結び，連携事業を

予定している。

福祉分野・スポーツ分野関係
団体による協議体が存在し，
障害者スポーツの振興に向け
た意見交換や事業が実施され

ている。

日本車いすバスケットボール
連盟との協定に基づいた事業

が実施されている。

日本ブラインドサッカー協会
との連携が図られている

市民スポーツまつりや駅伝競
走大会などの大規模イベント

がある。

個々人・団体がスポーツ・レ
クリエーションをしやすい環

境が複数ある

近隣市との連携イベント（ラ
グビーフェスなど）



分科会２ テーマ スポーツ・レクリエーション 強み 弱み

：２つ以上の意見

・FC東京との地域連携をのばしていくことでまち自体が盛り上がる
・スポーツする人を増やす，スポーツに触れやすいまちづくり
・思い立った時に運動できる環境づくり
・健康づくり⇒健康寿命をのばす
・観光資源としてのスポーツ（プロのスポーツを楽しめるようなまち）
・高齢者や障害者，いろんなひとがスポーツを楽しめる環境を整える
・保育園や小学校と一緒にスポーツを楽しめる
・いろんなひとがアクセスできるように周知，整備，推進する

目指したい姿

・FC東京との地域連携，コラボ
・スポーツ施設がある
・資源が点在している（ハードの施設や河
原）
・パラスポーツを推進している
・プロに携われる・教えてもらえる

強み

・スポーツ施設を使うハードルがある，使
いかたが知られていない

弱み



テーマ 生涯学習分科会２ 強み 弱み

：２つ以上の意見

参加するのに電話やメール
の方法しかない→いろんな
人が参加できるような基盤
が必要（オンラインの活用

も）

近隣市でも上位の蔵書冊数
を誇っていること。

広く認知されている調布の
コンテンツが存在してい

る・芸術
（映画・鬼太郎）。

公立の学校が充実している

主に大型施設に充実した各
種生涯学習の講座が行われ
ている（例：国領駅前ビル
のカルチャーセンター）

子どもから高齢者まで色々
な人が参加できるプログラ
ムが行政や民間から発信さ

れている様々な職業での経験・能力
がある方が在住しており、
その方々の経験・労力を引

き出すことができる

生涯学習の機会が多い

生涯学習・サークルへの参
加のハードル

調布市への帰属意識が低い
市民に対して，市の歴史文
化のＰＲ，生涯学習を行う
団体への参加促進を行う余
地がある。これにより帰属
意識の高まりを期待できる

生涯学習の講座等催し物は
高齢者向けが多い気がする

生涯学習

相互友好協力協定締結大学
との連携（７大学）

京王線沿線７市図書館連携
事業

学習成果の活用

市内の身近なところに図
書館がある(全11館)

若い活力の活用

広報がたりないと感じる

職員の知識不足

自発的に上記認知を促すよう
な施策が不十分

ＰＲ



分科会２ テーマ 生涯学習 強み 弱み

：２つ以上の意見

・デジタル化を進めることでいろんなひとがアクセスできるようにする
・調布市にいれば学びたいときに学べる⇒将来的に役立つ知識を身につける
・リタイアしたひとが講師になるのはおもしろそう，相互で教えあうのもおもしろい

目指したい姿

・ピースメッセンジャーの取組
・活動している人がいる
・地域の経営者もたくさんいる

強み

・ニーズと器がマッチしていない（働いて
いる人が参加できる時間ではない等）
・活動を広められていない
・ちょみっと（サイト）が活用されていな
い

弱み



分科会２ 強み 弱み

調布市の歴史を市外の人が
興味を持ちにくい

→市内の人に向けて再発見
させることも必要

何世代も住んでいる地主
とのコミュニティ（小さ

な歴史）

郷土博物館のSNS等を市民
に知ってもうらきっかけが

必要

たづくり・グリーンホー
ル・仙川劇場といった施設

が豊富

文化活動が活発に行われて
いる・文化会館たづくり、
グリーンホール、仙川劇場

での活動

市内に音楽ホール、図書館
等必要な施設が揃っており、
一定レベルのプログラムが

開催されている

市内に大きな劇場やホール
があり，催し物が豊富

芸術・文化活動のインフラ

テーマ 芸術・歴史文化

子どもの文化芸術体験のため
の機会を創出すること。家庭
環境に例えば、横浜市やさい
たま市で行われているような
「アーティストが学校へ」な

ど。

芸術・歴史文化資料
・施設などの維持費

武者小路実篤記念館，
郷土博物館の存在

調布の文化・芸術を発信す
るミュージアムがない。

例）府中市美術館
武者小路実篤記念館，実篤

公園があること。

歴史

桐朋学園があること

深大寺銅造釈迦如来像（白
鳳仏）があること。

江戸から続いた街道文化の
風情（寺社、宿、街道沿い
の家の区画、一里塚等）が

残っている

歴史的文化財（神社仏閣な
ど）が多い。

市内小学校で、地域の歴史
を学ぶことが出来る機会が
ある→地域愛を深められる

武者小路実篤記念館，郷土
博物館のPRが弱い

調布の歴史を語る発信基地
が欲しい

・郷土博物館（小島町）を
表舞台（中心地）へ

※「歴史（今まで）」を理
解し「未来（これから）」
について市民が未来を語

りあえる場に

歴史文化が、郷土資料館の
中におさまってしまいコン
テンツ化されていない

歴史的文化財、及びその良
さが市内外の人々に認知さ

れていない

市外からの転入者へ地域の
歴史を間接的に伝える機会
がない（直接的な啓蒙だと

なかなか響かない）

たづくりの展覧会は絵本の原
画展やレゴブロック，廃材を
使ったアートなど，大人から
子どもまで楽しめる展示が充

実している

市内文化財に触れる機会が少
ない

芸術・文化

今後増える古民家の活用。
映画のロケ地に 芸術家を支

援するアトリエ等に

てつみちの利用。・芸術を発
信できる場に

グリーンホールや調布、国領
駅などの駅前広場での催しが

活発

：２つ以上の意見

近藤勇の史跡

下布田遺跡の活用

昔からの商店（小さい歴
史）→調布の歴史を＋αで

関連付ける

実篤記念館のホームページで、
学習サポートが充実している。

多種多様な文化イベントの周
知方法が、現代のニーズに
合っていない。

歴史、美術や文学の作品や
資料を、郷土博、実篤記念
館でリアルで見ることが出
来る。(本物を身近で見ら
れる）

歴史（郷土博）、文学と美
術（実篤記念館）、現代
アート（たづくり）と3つ
の異なる分野の博物館、展
示施設がある。

郷土博物館の施設・資料に
水損の危険性

（多摩川近くの立地）

市内学校の校外学習で郷土
博物館の展示見学・道具体

験などの機会がある

福祉作業所等との連携により
パラアート展を開催している
ほか，年齢や障害の有無など
にかかわらず誰もが楽しめる
アート活動のワークショップ

を展開している。



テーマ 芸術・歴史文化分科会２ 強み 弱み

：２つ以上の意見

映画館ができた

至るところで撮影が行われれ
ば。市民エキストラを活用

聖地巡礼・ロケ地 ロケ地に立て看板とかあれば

「映画のまち」に市民参加が
できるような発信をもっと

国内有数の映画スタジオが市
内にあり、ロケ地として利用

されている

映画の存在を観光だけではな
く，文化や生涯学習の面から
も活かす方法があるのではな

いか

映画の町の活性化・市民が関
わる活動が少ない（知られて

いない）

映画のまち

高校生フィルムコンテストの
クオリティが高い→「映画ま
ち」という視点で広めていく

視覚的なPRが弱い。（映画の
まち感が弱い）

→立体的な看板とか

図書館では貴重な映画資料
（台本，ポスターなど）を

多数所蔵している。

平和・国際交流

サウジアラビア（ホストタ
ウン）の交流事業が豊富

ピースメッセンジャー

平和都市宣言

国際交流協会を活かせてい
ない

外国人にわかりにくい案内
ラグビーワールドカップの

盛り上がり

多文化共生を進める必要が
ある

広島市に加え，長崎市との
交流

多言語化，やさしい日本語

国際交流協会での外国人支
援

アメリカンスクールがある



分科会２ テーマ 芸術・歴史文化 強み 弱み

：２つ以上の意見

・見る，知るだけではなく，体験できる歴史文化のコンテンツにしたい⇒観光資源になれば一石二鳥，市に愛着も沸く
・市内の歴史の保全，発信
・歴史文化をつむいでいけるまちづくり
・市民が使える場所がもっと増えてほしい
・個人の芸術活動を気軽に展示できるような場があれば
・芸術文化も体験できることが必要。「自分たち」が体験，表現できる場所
・そのサイトを見ればなんでもわかるようなサイトがあれば。
・「映画のまち」を調布の代名詞レベルにできれば

目指したい姿

・一里塚とかが残っている
・ギャラリーが点在している（公民館やた
づくり）⇒芸術に触れる機会がある

強み

・調布の歴史のPR，広報費用にもっと力を
いれたほうがいい
・市民がホールを使いにくい（抽選が当た
らない）
・サークルガイドブック（アナログ）にア
クセスしにくい（いつの情報かわからな
い）⇒ネットで探せたら良い。サイトも含
めて存在が知られていない。
・いろんなコンテンツが一元化されている
サイトがあれば。

弱み



分科会２ テーマ 産業・農業 強み 弱み

：２つ以上の意見

調布市商工会・観光協会等
（イベント等主催者）の存在

（積極的な主催者）

まちゼミ（商店街の店主が講
師となり，プロならではの専
門知識や技術を無料でお伝

え）

いろんな団体がイベントを主
催している

参加する人がたくさんいる

産業

大規模企業(法人税収に大きく
寄与するような)の不在

市の資源として市内民間企業
の活用，連携を行う余地があ

る

調布市を象徴する産業がない。
但し第一次、二次産業よりも、
現状の調布市の強みを生かす
サービス業等第三次産業に力

をそそぐのが本筋

企業誘致できるインフラ設備
が弱い。

・オフィススペースの充実・
イノベーションセンターの設
置（スタートアップ企業の支
援、市・学校・企業の連携強
化）・テレワークがしやすい

場所に

デカ盛りなど時代とそぐわな
い（持続可能性の課題との関
係）観光コンテンツの存在

デカ盛りやOh!辛チャレンジ，
ワンコインナイト，じゃぱん
ウォークラリーなど，市内飲
食店をＰＲするイベントの種

類が豊富。

個人商店（飲食店）や個人・
団体の活動が残っており、街
の色として楽しむことができ

る

多くの人が訪れる駅前エリア
の地価が上がるなどして個人
商店・飲食・団体が活動しづ
らくなっている＝街の色にな
る個人の顔が見えづらくなっ

ている

事業継承、跡地・居抜き後の
活用（深大寺等）

飲食店とのイベントの在り方
をコロナ禍で考えなくてはい
けないと思う。テイクアウト
のスタンプラリーにするなど。

創業・起業支援，経営支援
（強み？）

映画，映像関連企業の立地

コロナ禍における事業者の実
態を地域経済対策会議で議論
アンケート調査で把握に努め

ている

ホッピーの会社

起業にチャレンジしやすい文
化づくり

市のイベントポスターが、電
車やバスで見られない。

ＪＡＸＡをはじめとする研究
機関が集積している

商店街の規模が小さい，繁華
街としての魅力が少ない。(大
規模店舗に客がとられている)

店舗を持たない自営業者が増
えている。また，小さなワー
クショップがInstagramで多々
開催されている。行政でも

キャッチアップしていくべき。

マルシェが次々と中止になっ
ている

農業

市民農園や農業体験など市民
と農業をつなげることのでき

る取りくみが豊富

体験の農業場の新規開設が伸
び悩んでいること

農業において，少量多品種，
高付加価値品目の生産を行っ

ていること

農地・緑が十分にあり街と憩
い両方を楽しむことができる

貸農地が市内各地にある

市内スーパーに既に調布産野
菜が販売されている

生産緑地が年々減少し，住宅
地へと転用されていること。

生産緑地制度というものがあ
ると思いますが、知識が乏し
く課題を理解していません

農地を手放す人の増加（可能
性）

荒廃している農地も散見され
資源の無駄になっている

調布の農作物直売所マップは
よくはけている印象。市民は
調布の野菜に興味を持ってい
ると思うが，もっとＰＲして

も良いのでは

野菜の直売所が市内のあちこ
ちにある

農業経営者支援

木島平村の市民農園



分科会２ テーマ 産業・農業 強み 弱み

：２つ以上の意見

SNS関連の活用（市
内イベントの広

報）

イベントで使っ
ている駅前広場
の存在→災害時

の活用

行政の信頼性と民間だから
できることの融合・横の連

携（役割分担）

価値ある昔からの個人商店に
デジタルを活用→利用促進

その他

高校生フィルムコンテス
トのクオリティが高い

電気通信大学，
UECアライア
ンスセンター
があること

区域ごとにわかりやすい
特徴がありPRしやすい

中心市街地に旧街道
の道幅や区画など風
情が残っており、時
系列での訴求もしや
すい、現代なりの発
展のさせ方ができる

多くの人が訪れる駅前
エリアの地価が上がる
などして個人商店・飲
食・団体が活動しづら
くなっている＝街の色
になる個人の顔が見え
づらくなっている

事業継承、跡地・居抜き
後の活用（深大寺等）

飲食店とのイベントの在り
方をコロナ禍で考えなくて
はいけないと思う。テイク
アウトのスタンプラリーに

するなど。

デジタル化

都市農地の将来的な活用について，貸し
たい人と借りたい人とをマッチングさせ
るアプリやサイトなどを活用または開発
支援をしてデジタル化を進めていく

電気通信大学の存在。
(電気通信大学とのタ
イアップ，卒業生の企
業支援，市との連携を
条件に優遇措置を行う
等で同大学の立地の利
を最大に享受できる)

次世代スマートシティ構想を調布市で
例：https://fujisawasst.com/JP/town/

キャッシュレス化対応支援
個人商店等希望する人へのGooglemap等
情報プラットフォームへの情報掲載支援

VRで調布観光が
できるようになっ
たら面白いのでは

市内各部署が連携す
ることでイベントは
もっと面白くなると
思う。デジタル化に
よる情報共有がカギ

になりそう

オンラインを活用
した取り組み

市で使えるポイント
施策を展開する

＜ポイントを付与す
る事案＞・市の活動
へ参加（ボランティ
ア活動、避難訓練、
イベント、介護、教
育、環境美化）

観光協会の公式HPなどで市内の見どころを
発信しているが、受け身の発信になっている
→市内の施設・店舗に関わる市民のSNS投稿
を活用してPRすれば特定の機関の稼働を上
げずに発信力をUPできるのではないか

SNSでのPRもしているが、影響力（フォロ
ワー）が乏しい→市内の施設・店舗に関わる市
民のSNS投稿を活用してPRすれば特定の機関の
稼働を上げずに発信力をUPできるのではないか

調布市産の野菜
を購入できる場
所が認知されて
いない →調布
市産の野菜を購
入できる場所市
内のポータルサ
イト等に掲載

防災・フェイズフリー

農地，スポーツ施設，多摩川河川敷
等の広大な土地を災害時の避難所や
廃棄物の集積所，仮設施設の設置な
どに転用することが検討できる。

避難訓練の強化・市民に行動を促す
施策（ポイント還元）。

余剰農地を臨時避難場所としてしよう
できるように整備しておく（農地の倉
庫にテントを非常用に備蓄など）

フードドライブの実施

姉妹都市木島平村と
の交流

多言語情報サ
イト

市のものは無難
なサイトが多く
なる可能性

イベント時に起
震車の体験がで

きれば



分科会２ テーマ 産業・農業 強み 弱み

：２つ以上の意見

・京王沿線（多摩地域）の一番のまちにしたい（なにかするなら「調布」）…買い物しやすい等
・副業（複業）として調布で起業できるようなまち
・チャレンジしたい人がチャレンジできるまち
・隣の人のお手伝いが仕事になるようなまち・人のチャレンジを応援できるまち⇒やってみようと思える
・まちのなかに「出番」がある
・つながりが広がっていく
・起業の場所として調布を選んでもらえるようなしかけづくり
・がんばっているひとがクローズアップされて，発信できれば，誰かの応援もできる，自分の出番がつくれる

目指したい姿

・お店がたくさんある
・おいしいものがたくさんある
・調布市産の野菜

強み

・都心で働く人がおおい
・起業の場所として調布を選んでもらえる
しかけがない
・特産になるような野菜がない⇒加工品が
特産品につながる他市事例も。
・農業体験について市のバックアップ

弱み



テーマ 観光振興分科会２ 強み 弱み

：２つ以上の意見

市民視点の観光も考えていく
必要

観光振興

大規模花火大会の開催

深大寺周辺の景観が美しい東日本最古の国宝仏がある深
大寺が都内でも代表的な観光
スポットとなっていること

シアタス調布があり，映画の
まち調布としてロケツーリズ
ムや各種イベントを推進して

いること。

水木マンガの生まれたまちで
あること。深大寺・佐須地域の里山・水

辺環境があること。

深大寺，調布駅前商業施設等
の集客を見込める資源の存在。

映画ロケの活動，水木しげる
漫画等のソフト面での観光資

源の存在

「深大寺」を中心とする歴史
ある神社仏閣

文化資産が多い（寺、神社、
スポーツ施設etc..）

観光資源が豊富(鬼太郎，映画
のまち，自然，実篤など)

若者うけする観光名所が少な
く感じてしまう

深大寺までの交通がバスのみ

観光資源はあるが，広報が不
足している。観光は「深大寺」「映画撮影

所」「多摩川」「グルメ」等
単体ではなくパッケージ化で

強化する

観光資源を利用するのみで、
魅せる取り組みが不足してい

る

観光PRを行政に任せっきりに
なっている

ＰＲが不足している？武者小
路実篤記念館の「たこさんウ
インナー」ツイートはバズっ
たが，公式ツイートはあまり
盛り上がっていない気が

調布市観光ナビ内のリンクが
たまに切れていて勿体ない

それぞれの目的を持って調布
に訪れた人に対し，他の調布
の資源をうまく活用してもら
えていない。(例：味スタに観
戦に訪れた人に，深大寺観光
を促したり，調布市内の飲食
店利用をしてもらうような取

り組みが少ない。等)

シェアサイクル

ロケ地マップ，
聖地巡礼マップ

神代植物公園

近藤勇の史跡

つげ義春の漫画の舞台である

深大寺だるま市

布多天神社，西光寺，國領神
社（千年乃藤）

姉妹都市の木島平村との交流
がある

（近い距離の姉妹都市）

木島平村のアンテナショップ
を魅力的に

限定実篤チョコが人気。毎年、
話題で、すぐ完売。

国指定史跡が２つもあること
（下布田遺跡・深大寺城跡）



分科会２ テーマ 観光振興 強み 弱み

：２つ以上の意見

・わくわくするようなイベント，コンテンツがあればよい
・市民だけのイベント…市民に向けた，市民がわくわくする観光⇒市外の人に魅力を伝えたい
・コンテンツを楽しんでもらえるように，体験コンテンツ化
・観光と飲食をつなげることで誘致に。コンテンツと飲食をつなげる（コラボメニューとか）
・調布に人が滞在して，お金を落としてくれるような…
・調布のおみやげをもりあげていく
・わくわくできる資源を掘り起こしていきたい

目指したい姿

・商店街や深大寺などそれぞれのところで
お祭りをやっている（連携もしている）
・商店街のイベントに補助金を出している
・コンテンツはたくさんある
・デカ盛りのイベント。地場の飲食店だか
らこそできるイベント
・個人店が多い
・京王線沿いで居酒屋がおおい街上位

強み

・大きいお祭りがない
・散歩のついでにいけるカフェ，名物にな
る「食」が弱い
・ロケ地マップに飲食を紐づける
・調布みやげを盛り上げていく⇒調布「全
体」でいいものをつくっていく
・調布のおみやげを発信していく
・ふるさと納税で目玉になるようなものが
あれば

弱み



分科会２ その他 強み 弱み

：２つ以上の意見

起業支援につい
てハード面（ハ
コ）を用意する
ことで起業しや
すくなるのでは

利便性・インフラ（ハード）

都心からの
アクセスの
利便性

大規模イベントが可能
な駅前広場の存在

力強い交通インフラ…
「京王線」「中央自
動車道（調布IC）」

自然と人々の暮らしが融合した調布駅
前エリアの整備※今後も引き続きイン
フラ整備は調布市の中心である調布駅
前エリアの充実を集中的に行うことが

好ましいと思います

自然資産が多い
（多摩川、公園etc..）

都市（新宿、渋
谷）に近く、人
を呼び込みやす

い立地 坂道が多
い。南北。

自転車や徒歩などで安
全に通行できるルート

の検討

市内駅周辺の再開発が
進むが、店舗や施設の
コモディティ化により、
個性がない（よくある

街の風景）

豊かな自然を持
ち素晴らしい景
観の「多摩川」

徒歩・自転車で移
動できる面積範囲
に、歴史・文化、
スポーツ・エンタ
メ、商店、緑・農
地などの要素が
揃っている シェアサ

イクル

東京の島（三宅島、
神津島等）と飛行機
で連絡する唯一の飛
行場…調布飛行場
（東京都保有）

調布飛行場の安全対策，厳格な運行管
理，騒音

H27の墜落事故を重く受け止め安全管
理の徹底や改善の必要性

深大寺や植物園の保全

防災・フェイズフリー

調布駅前広場など、フェーズフ
リーが適用されていはいるが、
実際に市民に災害時のシュミ
レーションをしてもらうための
防災デー（市民100人が実際に
駅前広場でテントを張って宿泊

してみるなど）を設ける

文化施設は市内に点在しており，
市民にとっても身近な公共施設
だが，老朽化が心配。一時避難
スペースになり得るか疑問。

生涯学習主催者と参加者の
マッチング（アプリ等の活

用）

デジタル化

図書館で電子書籍の貸出しを
進めていくのも需要があるか

もしれません。

オンラインを活用した取り組
み

オンラインを利用して市の歴
史文化や，芸術の資源の発信
がうまくできれば，コロナ禍
においても接触する必要がな
いビジネスが確立できるので

はないか

市内の文化財・芸術に関わる
市民のSNS投稿を活用してPR
すれば特定の機関の稼働を上
げずに発信力をUPできるので

はないか
→行政などの信頼されている
機関が取りまとめて発信

経験が豊富な人とのつながり
（例えば映画の撮影に携わっ
た人とのつながり）を活用


